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株式会社バスキュール 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 
 

 

国際宇宙ステーションを舞台とした、宇宙と地球をつなぐ世界初の双方向ライブ配信 

「KIBO 宇宙放送局開局特番～WE ARE KIBO CREW～」 

8 月 12 日（水）流星群の夜に生配信・放送決定！ 
放送に先駆け、中村倫也・菅田将暉の両クルーが JAXA 筑波宇宙センターを訪問！ 

 
 

 
 

株式会社バスキュール（代表取締役社⾧：朴正義、以下「バスキュール」という）とスカパーＪ

ＳＡＴ株式会社（代表取締役 執行役員社⾧：米倉英一、以下「スカパーＪＳＡＴ」という）は、

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（理事⾧：山川 宏、以下「JAXA」という）の共創型研究開

発プログラムである宇宙イノベーションパートナーシップ（J-SPARC）として推進中の宇宙メディ

ア事業※1「KIBO 宇宙放送局」※2 の実証を、2020 年 8 月 12 日（水）に一般の視聴者や企業も参加

する公開実験番組「KIBO 宇宙放送局開局特番～WE ARE KIBO CREW～」として、生配信・放送

することをお知らせします。 



 
（注釈）「きぼう」日本実験棟の実物大模型にて体感 
 

本番組を率いるのは、企画づくりから参加しているメインクルーの中村倫也さんと菅田将暉さん。

初回実証実験の大きな目標である「誰もがメッセージを発信できる舞台として、宇宙を開放する」

先導役として活躍していただきます。中村倫也クルー、菅田将暉クルーを中心に、地上 400km、秒

速 8km の速さで移動している国際宇宙ステーション（ISS）に開設された KIBO 宇宙放送局から、

宇宙と地球をつなぐ世界初の双方向ライブ配信実験にチャレンジします。 

 

ペルセウス座流星群の夜に届ける、世界初※3 のチャレンジ 

番組配信日となる 8 月 12 日は、三大流星群のひとつ「ペルセウス座流星群」が地球に訪れる夜。

願いが叶うと言われる星降る夜こそ、国際宇宙ステーション(ISS)の「きぼう」日本実験棟を舞台に

した世界初のチャレンジにふさわしいと考えました。KIBO 宇宙放送局では、「きぼう」内にある

地球を望む円窓の隣に設置されたディスプレイ上に、さまざまな映像や視聴者の声をリアルタイム

にアップリンクし、表示することが可能です。そして、その様子を宇宙飛行士が撮影し、ダウンリ

ンクすることで、宇宙と地球をつなぐ双方向配信が実現します。 



 

 
 

 地上と双方向でつながる宇宙のディスプレイに、最初に映し出される映像は何か・最初に映る人

は誰か・最初に流れる音楽は何か・最初に流れる CM は何か…。たくさんの “世界初”がつまった、

チャレンジだらけの開局特番ですが、この実証実験の顛末を一緒に見届けていただければと思いま

す。 

 

中村倫也さん、菅田将暉さんが JAXA 筑波宇宙センターへ潜入！ 

 

 
（注釈）JAXA 筑波宇宙センターに宇宙の勉強にやってきた 2 人 

 



 
（注釈）油井宇宙飛行士と番組内容について意見交換する 2 人 

 

中村倫也さん、菅田将暉さんの両名は、メインクルーとして番組企画を検討するにあたり、JAXA

筑波宇宙センターを訪問。KIBO 宇宙放送局の舞台である、「きぼう」日本実験棟の実物大模型

や、地上から「きぼう」をコントロールする管制室などを体験し、KIBO 宇宙放送局のチャレンジ

の意義や難しさを実感していただきました。さらに、サプライズで登場した油井亀美也宇宙飛行士

とは、実際に宇宙に行った際の体験エピソードや宇宙からみた地球の様子など、貴重な意見交換を

することができました。JAXA 訪問の様子は公式 YouTube チャンネルや公式 Twitter アカウントで

公開予定です。 

 

＜JAXA 筑波宇宙センター訪問動画＞ 

公開日時：7 月 7 日（火）20 時予定 

公式 YouTube チャンネル：https://www.youtube.com/channel/UC46EZoZZ3iXa_902mu5CpZg 

 

＜中村倫也 JAXA 訪問コメント＞ 

普段見られることのない実験施設や、実際に運用しているコントロールルームなど、そこで働いて

いるみなさんに直接わかりやすく解説していただきました。目で見ても楽しめるし、いままで知ら

ないことも教えていただいたので、非常に学びになり、また、好奇心も触発される良い体験でし

た。JAXA のみなさん、話がすごく上手ですね。 

 

＜菅田将暉 JAXA 訪問コメント＞ 

「きぼう」モジュールの実物大の模型の中で、実際に宇宙に行った油井宇宙飛行士の無重力での体

験やモジュールの中での生活の様子など伺えて、非常に興味深かったです。宇宙からみた地球の写

真を見せていただき、宇宙での生活を、少しおすそわけしてもらった気分になりました。宇宙でネ

ットショッピングできたという話に驚きました。 

 

 

 



あなたも宇宙に登場！KIBO の動画を宇宙へ届けよう！ 

開局特番に向けて、宇宙に映す KIBO の動画を一般のみなさんから募集します。スマホで撮影し

た自分や家族の動画を特設 Web サイトに投稿するだけで、誰もが宇宙に登場し、青い地球を望む宇

宙空間から、地上へメッセージを発信することができます。宇宙と地球をつなぐ実証実験に是非ご

参加ください。 

 

 
 

募集する動画のテーマは「KIBO」。みなさんのやってみたい！が伝わる 5 秒動画を集めて、宇宙

から地球へ向けて届けたいと考えています。集まった動画は、番組当日、ISS が地球を一周する間、

宇宙のディスプレイに次々と表示していきます。それはいわば、地球を巡る KIBO のリレー。みな

さんの力を借りて、KIBO で地球をつなげる実験を実施します。 

 

   
 

 番組の終盤、地球一周の旅の終わりに、みんなの KIBO を音楽で彩ってくれるのは

RADWIMPS。「ココロノナカ」のフルバージョンが、ここ KIBO 宇宙放送局で初公開となりま

す。 



地上 400km の宇宙で、みんなの KIBO と「ココロノナカ」が共鳴し、ハッピーエンドなミュージ

ックビデオが生み出されることを期待しています。みなさまからのご応募を、心からお待ちしてい

ます。 

詳細については公式 Web サイトや公式 Twitter アカウントでご確認いただけます。 
 
 ※１：「宇宙メディア事業」は、バスキュールとスカパーＪＳＡＴが、JAXA の新たな発想の宇宙関連事業の創出を目指す共創型

研究開発プログラム（J-SPARC）におけるプロジェクトとして、国際宇宙ステーション（ISS）にスタジオを開設し、JAXA ととも

にメディアプラットフォームの実現にむけて推進するプロジェクトです。 

  

※２：「KIBO 宇宙放送局」は、株式会社バスキュールが「宇宙メディア事業フェーズ１」として推進する宇宙メディアプロジ

ェクトです。国際宇宙ステーション（ISS）の「きぼう」日本実験棟船内に設置された KIBO 宇宙スタジオを活用し、さまざまなコ

ミュニケーションチャレンジを行います。 

 

※３：国際宇宙ステーション（ISS）内に設置されたディスプレイ上に、さまざまな映像や視聴者の声をリアルタイムに表示し、

その様子を地上に配信する試みは世界初となります。（バスキュール調べ） 

 

 

【番組概要】 

番組タイトル：KIBO 宇宙放送局開局特番～WE ARE KIBO CREW～ 

配信・放送日時：第１回放送 8 月 12 日（水）20 時～22 時（予定） 

企画制作：バスキュール、AX-ON 

出演者（予定）：中村倫也さん、菅田将暉さん、山崎直子さん（元 JAXA 宇宙飛行士）他  

音楽協力：RADWIMPS 

ステーション ID：辻川幸一郎、Cornelius 
 

●配信概要 

公式 Web サイト：https://kibo.space 

公式 YouTube チャンネル：https://www.youtube.com/channel/UC46EZoZZ3iXa_902mu5CpZg 

公式 Twitter アカウント：@kibo_space 

公式 Instagram アカウント：@kibo_space 

 

●放送概要 ※放送日時、放送チャンネルは変更になる場合がございます。 

チャンネル：BS スカパー! （BS241／プレミアムサービス 579） 

放送形態：無料放送 

視聴方法：BS 放送がご覧いただける方なら、どなたでもご視聴いただけます。 

番組サイト：https://www.skyperfectv.co.jp/special/promo/KIBOspace2020/ 

 

 

代表コメント 

＜株式会社バスキュール 代表取締役 / KIBO 宇宙放送局 代表 朴正義＞ 

「今こそ、宇宙からやっちゃおう」と 8 月実施を決断したのは、緊急事態宣言発令の雰囲気漂う 3

月末でした。何ができて何ができないかの先行きのみえないなか、開発仕様を何度変えたかわかり



ません。番組企画も何度も変えて、たくさん迷惑をかけました。でも、延期しようとは一度も考え

ませんでした。意見の衝突も繰り返しました。でも、そのすべてが前に進むためのものでした。率

直に言って、８月の番組本番は普通ならリハーサル段階です。つまりは「ぶっつけ本番」です。そ

れを「開局特番」として一般に公開し、そのすべてを目撃してもらおう、一緒に参加してもらお

う、自由に語ってもらおう、と覚悟を決めました。ボクらの企業体力の問題もあり、安全策は選択

肢の外でした。 

すると、勝手な妄想で企画書にいれていた方々が、次々にクルーとしての参加を表明してくれまし

た。成功保証などどこにもないのに、です。宇宙開発の経験とか、番組開発の経験とか、会社の規

模とか、関係なかったんです。 

世界初となる国際宇宙ステーションを舞台にした双方向ライブ配信の本番まで、いよいよあと 1 ヶ

月。やるしかない、祈るしかないのですが、本番当日は、地球に数多くの流星が降り注ぐペルセウ

ス座流星群の夜。「KIBO よ、届け！」 

 

＜スカパーＪＳＡＴ 株式会社 代表取締役 執行役員社⾧ 米倉英一 コメント＞ 

Bascule さん JAXA さんをはじめ素晴らしいクルーの方々、そして視聴者の皆さんと一緒に、この初

めての宇宙を使った壮大な“実験番組“に挑戦できること、大変嬉しく思っています。舞台は宇宙で

す。当日は何が起こるかわかりません。予想外のものが映り込むかもしれませんし、放送事故にな

るかもしれません。 

「宇宙を楽しむ未来を創る」 

これは、“宇宙”と“エンタメ“を仕事場としている、スカパーＪＳＡＴのミッションです。 

一般の方々が宇宙に飛び込むことができる新しい時代、その幕開けとなるであろう本番組を、たく

さんの方々に楽しんで頂きたいと思っています。 
 


